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2000年 ・北 海 道 の 自 然 保 護

会 長 俵 浩 三

2000年 を迎えたのを機会に、北海道の自然にとって、2000年 とは何だったのかを考えてみま

しょう。

悠久の自然 という言葉があ りますが、北海道では過去2000年 間のうち約1900年 間は、自然が

主人公であ り、人間の存在は小さい もので した。そこに暮 らすひとびとは自然 と共生 してきま

した。 しか し100年 ほど前、大規模な開拓がはじまり、原始林が伐採 され、農地や市街地が拡

大 し、道路や鉄道 も延びました。河川改修 も進みました。20世 紀の北海道は開拓 ・開発の時代

であ り、人間が自然を支配 し、自然に代わって人間が主人公になることを目標 としてきたので

す。

その結果、私たちの暮 らしは便利になり、豊かにな りました。あ りがたいことです。こうし

た傾向は北海道ばか りでなく、先進国に共通のものだったといえるでしょう。しか しその反面

で、自然は多様性を失い、身近な自然ばかりでなく、地球環境の未来にも赤信号がともるよう

になって しまいました。

自然保護iは、開発の行 きす ぎにに対する反作用で もあります。「作用あれば反作用あ り」 と

いうのは自然の法則です。開発が行 きす ぎれば、自然を守ろうとする意識が生 まれるのは、ご

く 「自然」なことです。20世 紀も終わり近 くなって、自然保護はやっと少 しずつ市民権 を得る

ようになって きました。

1999年 の北海道での自然保護iは、多 くの皆様のご支援により、大雪山の士幌高原道路計画や、

千歳川放水路計画が中止されました。これは、20世紀から21世紀に向かう時代の流れを象徴す

るで きごとだった、といってよいで しょう。2000年1月 、自然 との共生をかかげる愛知万博が、

その会場となる海上の森(か い しょの もり)の 跡地に大規模な住宅開発を目論んでいることが、

博:覧会国際事務局(BIE)か ら、「20世紀型土地開発」 ときびしく批判 されたことが報 じら

れました。また徳島県では、吉野川の可動堰建設計画に徳島市民が住民投票で 「ノー」という

意思表示をしました。これは20世紀か ら21世紀に向かう流れを象徴 したもので しょう。

21世紀に向けての北海道では、国立公園を始め とする自然公園や鳥獣保護区には、これ以上

の開発は不要で、むしろ19世紀までの自然環境をとり戻す努力こそが、必要だと思います。ま

た身近な自然環境で、自然の豊かさを保たさせる努力 も必要です。

その第一段階 として北海道自然保護協会では、「日高横断道路の抜本的 な再評価」 を求めて

いきたいと考えています。また北方四島の自然保護にも、積極的な関心を抱いていきたいと考

えています。それらの詳細は 「会誌」38号 に紹介 される予定です。

多 くの皆様のご理解 とご協力をお願いいたします。
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斡
5冊 説

爺 爺 岳 に 登 っ た
鮫 島 惇一郎

昨 年 の 初 夏 、 世 界 的 火li」学 者 の 勝 芹義 雄 さ んか ら電 話 が あ っ た。 「国後 に 、標 高1822㍍ の 爺 爺 岳 と い う

の が あ るで し ょ う。 来 年 、調 査 しよ う と い う企 画 が あ る の だ け ど、 ど うだ?」 と い うの だ 。 お 断 わ りす

る理 山 な ん か あ る わ けが な い。 す ぐに 「OK」 で 、 参加 させ て いた だ くこ とに な っ た 。 聞 け ば 朝 日新 聞

社 創 立120年 、 北 海 道 支 社 開 設40年 の 記念 事 業 の 一一企 画 とい う こ とで あ っ た。

む か し知 床 半 島 の 先端 に近 く、 知床 岳 に登 っ た こ とが あ る 。 その 頂 きか ら 青い 海 をへ だ て て 国 後 島 が

眺 め られ た。 晴 れ た 日で あ っ た か らま こ と に近 くそ の 島が あ っ た。 島 には 幾 つ か の 山 が 連 な っ て 見 え 、

そ の ず っ と左 に特 徴 あ る 山が あ っ た。 かつ て耳 に した こ との あ る 山 、チ ャチ ャ岳 に 違 い な い!と 、 なぜ

か胸 が と きめ い た の を は っ き り と覚 え て い る 。訪 れ る こ との で きな い島 、山 と い う現 実 が 、 よ り強 く郷

愁 に似 た想 い を か きた たせ た の か も しれ な い 。 そ の 日か ら四 十 数年 の 歳 月が 流 れ て い た の だ 。

恩 師で あ る 舘 脇 操 先 生 は 、 戦 前 に 千 島列 島 の植 物 を よ く調 べ ら れて いた 。 そ の 調 査 に と も な い あ ま

た の 手札 版 の写 真 を と られ て い た が 、 戦後 ま もな い 頃 、 故 あ っ て ネ ガか らの 焼 き付 け 依 頼 を お 引 き受 け

した こ とが あ っ た 。 暗 室 の赤 い 光 の な か で 、 つ ぎつ ぎ と浮 か びLが る島 々の 姿 、山 を飾 る木 や 草 の 像 は 、

訪 れ る こ との で きな い 島 々 の魅 力 を 語 りつづ け た 。 そ して また 、恩 師 の 恩 師 で あ る 宮 部 金 吾 先 生 の 米 寿

の 祝 賀 講演 会 の お りに 、 舘脇 先生 が 話 され た 「宮 部線 に 就 い て」 の講 演 は 、 島 々へ の 憧 れ を よ りつ の ら

せ た の だ 。宮 部 線 は い うな れ ば 、 フロ ラ の 滝 だ と表現 され た 言 葉 も耳 に残 って い る。

ビザ な し渡 航 の 枠 の な か で 、 日ロ専 門 家 交 流 とい うの は 初 め て の機 会 な の だ そ う だ 。 古 釜 布 で は初 上

陸 の し きた り、 フ レ ップ ・ソ リで 迎 え られ 、 そ れ な りの挨 拶 、 交歓 後 、軍 用 トラ ッ ク を 改 造 した バ ス で

景勝 地 、材 木 岩 へ 向 った 。 案 内 の ロ シア 人 女性 が 、 国 後 ハ イ ウエ ー と紹 介す る 凹凸 道 を突 っ走 り、オホ ー

ツ ク海 側 に で た 。 と き に荒 波 洗 う玉 石 浜 を 、 水 しぶ き をLげ な が らバ ス は 走 っ た。

こ ど もの 頃 、 改 造 社 が 出 版 した 日本 地 理 大 系 の 北 海 道 ・樺 太 編 を み た こ とが あ っ た 。 そ こ に 掲 載 さ れ

て い る 写 真 で 知 った 材 木 岩 が 、 い ま 目の 前 に そ び え て い た 。 な にか 不 思 議 な気 分 に な っ た。

こ こか らた か だ か30数 キ ロの 彼 方 に、 海 をへ だ て て 連 な って い る の は 、 ま ぎれ もな く知 床 半 島 。 残 念

なが ら この 日、 知 床 岳 の 頂は 雲 の 中 にあ っ た 。 歓 迎 の 交 流 夕 食 会 の あ と、 ロ シ ア側 の 専 門 家 と 合 流 し、

ロサ ・ル ゴー サ 号で 、雨 と な った 古 釜 布 を後 に した 。 行 く先 は 塞 の 河 原 つ ま り リベ ジ ヌ イ沖 で あ っ た。

夜 は 明 け た が 霧 雨 で あ った 。 風 も少 しは あ る よ うだ 。 本 船 か ら まず 伴 走船 、 第38晋 洋 丸 に 乗 り移 り、

さ ら に船 外 機 付 の ボ ー トに移 って 砂 浜 を 目指 す 手 順 で あ った 。 偵 察 隊 が 浜 の 具 合 を確 か め に出 か けてい っ

た が 、 ヤ マ セ が 強 くて しば ら く待 機 、 とい う電 話 連 絡 。 ボ ー トか ら浜 に上 が る の に 波 が 高 くて ず ぶ 濡 れ

間違 い な し とい う わ け だ 。 か つ て 渡 島 大 島 を離

濫 急こ難 鮮 り海水に浸かつてしまゲ 呼 ・ ご 噸 響
そ れ で もや や あ っ て 、 波 が 少 し落 ち 着 い た と

い う情 服 を も と に ・気 に上 陸 と な った 。 浜 は 真 っ

黒 の砂,,波 で 濡 れ て い る の か と 思 っ た の だ が こ

れ は 大違 い 、1973年 、 爺 爺 岳 の 中 腹 に 形 成 さ れ

た 爆 裂 火lIか ら降 っ た火 山噴 出 物 そ の もの で あ っ

た。

海 岸台 地 に は オ ン タデ 、 オ オ ブ キ 、 チ シマ ア

ザ ミ、 マ ル バ トウ キ な どが 生 育 し、 コ ウ ゾ リ ナ

や クサ フジ の 花 が 彩 りを 添 え た 。 台 地 の 真 ん 申

に ・1ム詰 ま りの エ ゾ マ ツ が あ っ た 。 火 山1噴出 物 を
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論 説

調べ て い た 人 た ちの 話 で は、50享ンも深 く埋 め られ て し まっ て い る とい う。

かつ て の姿 を 残 して い る と考 え られ る 林 分 が 、 台 地 の 先 に 見 えて い た 。 グ シ ャ グ シ ャに 濡 れ る覚 悟 で 、

藪 を漕 い で行 っ て み よ うか と思 っ た がiLめ られ た 。 あ そ こは 罷 の 巣?だ とい う の だ 。 こ こが ほ ん と う に

国 後 島 な ん だ ろ うか 。 爺 爺 岳 の 麓 なの か 。 最 観 とい い 植 生 とい い 知 床 半 島 と よ く似 て い る の だ 。 波 の 音

まで?そ っ く り。 変 わ っ た植 物 だ って 見か け な か っ た 。 人 の 世 にあ る国 境 線 の 不 合 理 さ を思 い な が ら 島

の 第 一一一・・夜 が.更け る。

小 雨 の 朝 を迎 え る 。朝 飯 は蕎 麦 と ラ ー メ ン。 ち ょっ と心 許 な い 食事 だが 、頑 張 ら ね ば な る ま い 、,背 丈

の 低 い クマ ザ サ や オ オ ブ キ 、チ シマ アザ ミ、 オ オ イ タ ドリな どで 覆 われ る急 斜 面 を登 り き る と 、 地 形 図

どお りの 緩 斜 面 。 エ ゾ マ ツ 、 ト ドマ ツ を 交 え た針 葉 樹 林 の 問 を刈 り払 い道 が 続 いた 。 今 回の 調 査 の た め 、

前以 て 自然 保 護 区 の ス タ ッフが 藪 の刈 り払 い を して くれ た とい うの だ。 機 械 で は な く て す べ て 手刈 り、

大 変 な作 業 だ っ た ろ う。 と きお り高 さが15㍍ 、太 さ40㌢ ほ どの エ ゾマ ツや ト ドマ ツ の 林 分 に 出 合 う が 、

広 葉 樹 の 混 交が 目立 つ 部 分 もあ っ た 。 キ ハ ダ、 ア カ イ タヤ 、 ケ ヤ マ ハ ン ノキ 、 ミズ ナ ラ 、 ウ ダ でカ ンパ 、

ノ リウ ツ ギ な ど北 限 に 近 い 樹 種 とは い い な が ら も、北 海道 で 見慣 れ た もの ば か り。

噴 火 以 前 は 、針 葉 樹 林 が 拡 が っ て い た 美 しい 山麓 だ っ た に 違 い な い 。登 る に つ れ て 痛 々 しい 枯 損 木 が

増 え て くるが 、 わ ず か な凹 み 、横 た わ り朽 ちは じめ て い る 幹 、 、Zち枯 れ た ま まの 幹 の1,萱」りに は 、 オ ン タ

謡総 耀 認 鰯 ㌧,ぎ患 呼_濠 ン鷺

∴艶認譲懸鰍幽1纏!麟1懸幽
る だけ なの だ。 昔 の ト ドワ ラ を 彷 佛 と させ る 景

観 が 大 き く拡 が っ て い た1,地 球 的 な 営 み は時 と

して 、命 あ る も の に た い して ま こ と に非 情 で あ

る、,そ して また 、 洞 爺 湖 の 南 に 位 置 す る 有珠 由

の 、1977年 噴 火 直 後 に1{1現 した 火 口 原 の 「'i骨林

と もそ っ く りで あ っ た 。

砂 に埋 もれ て 淡 紅 色 の 花 が.・株 口に 付 い た 。

・灘

コマ クサ で あ っ た。 火 由 弾 が あ ち こ ち に 散在 す る この 砂 漠 同 然 の 地 に 、絶 え 間 な く風 に揺 れ 続 け る コ マ

クサ 、 な ん と声 を か け て や っ た らい い もの か 。言 葉 が 見つ か らぬ 。

夜 明 け は早 い 。朝 飯 が 終 わ る とす ぐに 出発 。傾 斜 が きつ くな る と結 構息 が きれ て し ま う。 情 け な い 。

ミヤ マ ハ ン ノキ や タカ ネナ ナ カ マ ド、低 い ダケ カ ンバ を交 え た低 木 林 の隙 間 に は 、 メ ア カ ン キ ンバ イ の

群 落 が 展 開 して い た 。 あ の 可憐 な黄 色 の花 は満 開 で 、群 落 の大 き さは畳 二 枚 か ら三 枚 て い ど の 拡 が り を

見せ て い た。 そ の 広 さに い さ さか 感 激 して しま うの だ 。雌 阿 寒 岳で も大雪 山 で も 、 この よ う に 大 き い 単

・の群 落 は 見 た こ とは ない 。

ほ かの 高 山植 物 は と探 して み る が 、 固 い 蕾 の イ ワブ ク ロ、 つ ま り タ ルマ イ ソ ウや オ ン タ デ しか 見 当 ら

ぬ 。 と きに は背 の低 い チ シマ ア ザ ミの 花 が 見 つ か る く らい で あ った 。

林 の な か で は 、 か な り しっか りと した 踏 み 後 が続 い た が 、背 の 低 い ハ イマ ッ の 森 や 、 ミヤ マ ハ ン ノ キ

も株立 ち とな り島状 に散 在 す るあ た り、 標 高800㍍ ほ ど まで 登 っ て くる と、 こ れ は 大変 だ 。三 歩 あ が っ て

二 歩 ず り落 ち る っ て い う と ころ か 。 一 人 と して 苦労 しな い 者 は い ない 。 ス コ リアの 大 斜 面 で あ っ た。

薄 い紫 い ろ の タル マ イ ソ ウが 至 る所 に大 小 の 株 を造 る よ う に な り、そ の 間 に コ マ クサ が か な り密 に 散

在 して い る 。 コマ クサ も タ ルマ イ ソ ウ も踏 み 付 け ない よ う に 歩 こ う とす る わ け だ が 、 上 手 に 避 け られ な

い 場 合 も出 て くる。 ひ ど く済 ま な い気 分 に な って しま う。

斜 面 に 生 育 す るお び た だ しコマ クサ の 問 のあ ち ら こ ち ら に も白 い花 が 見つ か る 。 念 の た め 、5㍍ ×5
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齢
6冊 説

㍍の範囲にある淡紅色の普通花 と白花個体を数えてみた。違った五ケ所で数えた結果は、普通の花の40

から50にたいして、白花は2か ら3個 体が確認された。大雪山や雌阿寒、知床などで探 して も、めった

に白花個体は見つかるものではない。今 までに大雪山で一個体だけ見たことがあるぐらいだ。はっきり

とした理由はよく解らないが、この地区に生育地が限定 されたうえ、自殖率が高いのではと推測 してい

る。

なんという壮大な存在だろうか。いま赤茶けた中央火口丘が目の前にあった。い くたびか訪れたこと

のある渡島大島の姿に、あまりにもよく似ている。違いといえば、規模は爺爺岳がはるかに大 きいこと

と、植生の回復が大島ほどに進んでいないことであろうか。これは山体が形成 されてか ら経過 した時間

の違いにあると考えられる。

火口原には ミヤマクロスゲやタルマイソウが散在 し、密度も濃くはない。 ひどくい じけたコマクサは

ほんのわずか、スコリアのそれと比べものにならない。ハイマツの株が点在 しているが、せいぜい火口

原のアクセン トといった程度だ。もちろん、外輪山の南側、三角点のあるあた りから西側にかけては、

かなり大きな群落をつ くっている。

キャンプ近 くには雪渓があ り雪解け水が陽の光を返 しつつ流れ続けていた。 しか し、その水 は細流 と

なって延びているわけではない。水は遠慮なく大地に吸い取られ、その先にはバサバサ とした砂礫地が

拡がっているだけ。 とにかくこの山、乾いていると思う。

キャンプ地のす ぐ裏から 「江戸揚げ」スタイルの溶岩流の上をたどる。ガサガサで、固い岩の塊は、

うっか り転んだり、隙間に足を踏み入れようものならこれは大変だ。慎重に足を運ばな くてはならない。

その乾 き切ったと見える溶岩流の うえに、タルマイソウが点在 していた。決 して大 きな株ではないが、

しっかりと根をおろし可憐に、しかも誇 らしげに花を付けているのだ。彼らはどうやって水 をこの岩上

で摂取 しているのか。その逞 しさには脱帽するだけだ。 さらに驚いたのはエゾッガザクラであった。181

2年噴火の黒い溶岩流のところどころに生育 しているのだ。がさがさの溶岩の上 というのは初めての出会

いであった。黒い溶岩の上の薄紅の小 さな花束。深 く印象的な事実であった。溶岩のつ くりに、これら

の植物を養うからくりがあるに違いないのだろう。

調査作業を終えて下りてくる隊員が、火口壁は切 り立っているし、さらに風が強いから気を付けてと、

声をかけてくれる。雲が小気味よく飛ぶ。火口壁であった!背 骨に電気が走るとよ くいうが、 目を見張

る一瞬であった。その時、突風 とでもいいたい強い風に、おもわず地面に伏せて しまった。 しかし、63

度もある大地であった。噴気孔のすぐ近 くだったのだ。あわてて離れてみたが、 ガスと水蒸気に揉 まれ

て、カメラのレンズはすっか り曇 り、ファインダーの向こうにはぼんや りとした映像だけ。

深 く鋭 くえぐられた火口には言い知れぬ迫力がある。かつて灼熱の壮絶な ドラマがここで演 じられた

のだ。はるか昔の物語だが、その痕跡は火口壁の、火口底の随所に印されていた。そ してなお山は活動

を止めていない。

それにしてもこの中央火口丘に生育 している植生は、なんと簡単なこと。大雑把 にいえば、 タルマイ

ソウにメアカンキンバイを少々というところであろうか。

7月30日 から8月3日 までの日ロ専門家交流による爺爺岳調査は終わった。多 くの方々の惜 しみない

協力のおかげで、大 きな研究成果が得られたのである。それぞれの、専門分野で、 まとめられた成果は

後日公表されることになっている。

いろいろな事を学んだ。読む、聞 くことを上回る、目で見て確かめる大切 さをあらためて噛み しめて

いる。これを機会に日ロ両国の交流がさらに発展することを期待 している。

当然といえば当然だが、北海道の知床半島とあまりにもよく似ている。自然の豊か さは両者ともひけ

をとらない。同じ植物が生育 し、似た景観を造 り、自然界には国境というものはない。人間たちが勝手

に作った境界線。不合理な存在だと思 う。知床半島と国後島、色丹島などひっ くるめて世界遺産に と日

本の識者 もロシアの識者 も考えている。これからの重要な課題 となって くるはずである。
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噺 たな歩道 ピ観察路の整備は必要か?五+嵐 敏文
(野幌森林公園の自然を語る会代表)

野幌森林公園の休養園地区が整備されつつある。昨年11月 にオープンした埋蔵文化財センターは、こ

の整備事業のひとつである。同センターは江別市立文京台小学校 を半分囲むようにして建設されたため、

同校児童から自然体験の場を奪い、教室からの同公園の自然の眺望も奪った。「環境教育」の大切 さが言

われる中、全 く首をか しげた くなる。

さて、今ひとつの計画は住民の強い反対にあい、大幅な変更を余儀なくされた。

現在、大沢口前では既存 トイレの改修が終わ り、駐車場の改修 ・ 「自然誌ふれあい交流館」完成が近

い。そ して、今年、新たに歩道 ・観察路の整備が予定されている。

この歩道は施設問の連絡路であ り、百年記念塔から沢を渡 り、同センターを経由 して同交流館 に至 る

ものである。 しか し、この地区には既存の道路がある。多少遠回 りにはなるが百年記念塔からそれぞれ

の施設へは行ける。この歩道はキッネやアライグマの通 り道、山菜採 りをする人間の周辺への侵入路 と

もな り、野鳥の繁殖域を侵すことになる。

地域住民が3年 間行ったこの地区の鳥類調査の報告書によると、新たな歩道はオオジシギ(RDBで

は希少種)の テリトリーを通過する。また、同センターの建設によりコウライキジの生息域 に変化が見

られたという。

私たちは生き生 きとした自然を楽 しみたいのであ り、今ある道路で満足できる。

同センターを含む整備事業は自然の利用の在 り方が問われている。同公園の自然を蝕む新

たな歩道 ・観察路整備は見直すべきではないだろうか。(江 別市在住)

南北海道 自然保護協会2000年 の課題
一 戸 静 夫

(南北海道自然保護協会広報部)

1.函 館 とその周辺の自然保護にかかわる問題では、函館地域の野生生物の盗掘

や密猟防止のため、「南北海道盗掘防止 ネットワーク」が、南北海道自然保護協

各地の

会、函館山楽クラブ、函館自然倶楽部、函館植物研究会、日本野鳥の会函館支部、函館 アスナロ山岳

会で結成され、それぞれの活動を進めてい く中で、関係機関の協力 も得て、パ トロール活動 を進めて

います。

2.函 館 山登山車道交通渋滞問題解消対策が検討され、渋滞緩和策を実施 しなが ら推移を見守 っている

ところです。函館山の周遊車道建設阻止の運動こそが当協会設立の原点でした。貴重な自然 と経済に

占める価値から、函館山をどのような形で将来に残 していくのか、重要課題 と考えています。

3.昨 年10月 、当協会主催の 「自然フォーラム ・身近な自然を語る集い」を開催 しま した。その中で、

身近な自然に子 どもたちを触れさせることが必要だとか、消費生活にどっぷ り浸かっている子 どもた

ちをなんとかしなくてはとか、街と自然の境目、里山がゴミ捨て場になっているなど切実な問題が提

起されました。

告 当協会の会報聴3醗 行されます・今年も自然環境の保護鍾 要なことを地域膿 かに市民にアッ
・1望iご:耽でいの 葬脚:::ます・会員になりますと・年間2… 円の会費で読むことが出来 ます・申 し込

.み砿6138-57-0485'(事 務・局 ・宗 像)ま で 。(函 館 市 在 住)
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屡道

士幌高原道建設の代替案は?門'池r謝
,

士幌高原道路建設が中止になった後、それに替わる地域振興策を協議する道の プロジェク トチームが

四町(上 士幌 ・士幌 ・音更 ・鹿追)の 振興策づ くりを支援するため、滞在 ・体験型観光の現状 などを調

査する方針が出された。それに対 し、民間サイ ドで東大雪地域フォーラムがもたれた。地元住民の声を

大切にしなければと住民からの意見を強 く要請 しようということである。

地域の魅力や現状の課題について論議する場が必要 との声が地元住民から立上が り、意見も多 く出さ

れた。グリーンツーリズムや森林の再生プロジェク トなどや、川 ・水 ・森林空気などの自然界の大きな

資源 と人間とのかかわりを考えることが、今、私たちにやれることでないか。 自然は自然のかたちで保

護iし、一度壊れた原野や森林伐採地は早 く復元で きる手だてをしていかねばならない。

参加者のいろいろな意見を地域振興策の取 り組み として、"自 然は地域の最大の魅力 ・として再認識

していくことが地域の発展につながるのではないかと、地域で今後開かれるフォーラムに期待 をもっ

ている。道は振興策の柱として、農業、環境、観光を掲げ、四町をバ ックアップしようとしている。

"自 然は住む人々の宝である"と おさえたい
。(帯 広市在住)

ニユース 新 しい時代 に向か って 大館 和広
(理 事)

新 しい年が始まりました。

2000年 と人は浮かれていますが、自然界の生 き物たちにとってはいつもと同 じ時間が過 ぎてい くだけ

なんだろうと思 う。私は2000年 だ、21世紀だと浮かれていないで しっか りと前を向いて行きたいと思 う。

昨年は千歳川放水路 と士幌高原道路のふたつの大 きな問題が解決 したが、新 しい年になったからといっ

て今ある多 くの問題は何 も変わりはしないし、私たちが解決の道を探 り、行動 していかなければ何 も始

まらないだろう。

協会がこれから取 り組んでいかなければならない問題として、サハリン沖の油田開発 による原油流出

事故の問題があると思 う(NC・ 卜b103参照)。

重い腰をあげない行政への先制パ ンチとして昨年9月 に早 くも原油流出事故が発生 した。幸い日本へ

の直接の影響はなかったが、行政の危機管理の甘 さを露呈 したのだった。10月 には苫小牧で 「油汚染対

策推進研修会」が開催 されたが、真っ先に被害を受けるであろうオホーック海岸の自治体の取 り組みが

活発 と思えないのは私だけだろうか。ひとたび原油流出事故が発生 し、本道に漂着 したならどのような

事態になるかは簡単に想像で きる筈なのに。

協会が独自で 「原油流出対策マニュアル」の自然環境編でも示すことがで きたら理想ではあるが、

欝 撃漏難翻駿 ℃1畢凝欝 鰯 轍 難緯il蝦:㊤1
ま す 。 、;

,・・::∵ .阿 ・(紋 別1布 在 往 》…
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圭崔i
口又

一 嵯 山 の 取 り 組 に つ い て 一

永 らく秘山 として知られ、ごく少数の登山

者にのみ親 しまれてきた嵯山にも荒廃の波が

押 し寄せ、昨今の痛め られっぷ りは他の追従

を寄せつけない状態にまで及んだ。

その原因には幾つかの要因がある。ひとつ

には深部伐採を目的とした重機などによる爆

発的な林道開発によるもの。もうひとつには

必要の可否 も判断 しかねるような道道や国道

の開通。重ねての無管理的な国有林などの解

放。そして昨今の中高年登山ブームとツアー

登山、更には追従するようにしての花ブーム。

そこには当然の如 く盗掘や踏み荒らしが横

行 してくるのは必然であった。

1999年1月 。このような幾つかの嵯山の荒

廃原因を作 り上げてきていることについて危

惧 してきた地元芦別市はもとより、管轄営林

関係機関や山岳会などの結束によって、地元

芦別市の宝で もある岨i山を守るべ く嵯山自然

保護協議会なるものを発足させた。

併せて北海道や環境庁、森林監理局などへ

の保護要請なども並行的に行いながら、絶滅

の危機に貧 している嶢山希少危惧植物の保護i

を目的とした行動を起こしたのである。
"嶢山5年 間入山規制"と いう全国的にも

前例を見ないような報道に、当然の如 く賛否

両論の電話や文章などが寄せ られ、それぞれ

の意見をいただいた。

中にはただのわがまま的意見もなくはなかっ

たが、大半の方々からはその英断的処置に対

しての賞賛 と協力が得られ、心強 く感 じたも

のであった。

協議会 としては、あ くまでも"入 山禁止"

ではな く"入 山規制"と いうのが根本的発想

司土
土

季岡山
長

長

飴

会

臓

会

護

岳

保

ー
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艮

巨

U
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ヒ

レ
ヨ

雌

↓
ア

であ り、一般市民対象の 「学習登山会」の開

催による保護啓蒙と学習を徹底 し、更には専

門学者などによる 「学術登山」により植生回

復の確認等などによって、入山規制と保護の

実際を確認 していただいているのである。

現在、特に危惧 している点は"外 来種植物

の介入"の 異常繁茂であって、1066.2mと い

う標高の低 さのせいもあ り、入山口近辺はも

とより山中の至る所にセイヨウタンポポやオ

オバ コなどの侵入が見られ、固有希少植物達

の生存維持の危惧が問題 とされているが、森

林監理局関係者や山岳会員のボランティア活

動によって、これらの外来種植物の抜根作業

を継続 し、一度に30kgほ どにも亘る成果を挙

げてきてお り、固有種植物達の末永 くの繁茂

に明るい希望 を与えてきている。

将来的には解放を目標とすると共に完全な

管理のもとでの保護iをすべ く、絶滅の心配の

ある植物帯の通行回避や岸壁帯の安全対策に

大同団結 しなが らの行動を継続 し、地球の一

角における点的存在で しかないが、固有種植

物 も繁茂する宝の山である嵯山の自然を守っ

ていくのが、地元 としての使命であると感 じ

ている。
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北方四島の 自然保護について

北方四島r撚 問題協議会丁購 局長 近 藤 憲 久

道東の公園 と北方四島の公園 を比べ ると、保護 される面積は さほ ど違 いはあ りませ ん。 しか

し、北海道 を 「1」 の生物 ピラ ミッ ドとす ると、北方四島は 「4」 以上 の生物 ピラミッ ドが あ

ります。 ヒグマ 、シマ フクロウ、オ ジロワシ、 アザ ラシ、エ トピリカ、ラ ッコ、シ ャチの個 体

数の多 さ等、上げた ら切 りがあ りませんが、それ らは、餌 となる魚 に由来 していると思い ます,,

私が北方四島へ行 った時、海は もちろんの事 、川の魚の多 さには驚 きました。キュ ウリウオ、

ヤマ メ、 アメマ スなど、北海道の どの川 を取 って も卓る と思い ました。

国後 には 「国立 ク リリスキ ー自然保護区」があ ります。 ロシアで94あ る 自然保護 区の一つ で

す。 クリリスキ ー自然保護区は、山頂か ら河口、海 まで、全て を保護 してい ます 。 もちろん樹

木 も,)つ ま り、自然その ものです。 これが、大 きな特徴です。「人間が い なれば 、 自然 はそ う

言 うもの だ」 と実感 させ られ ま した。

ロシアの 「自然保護 区」 自体 、 「野 生生物 の

ための法律」 で、 日'本には 「ない」 法律 です,,

確 かに、B本 は 「自然環 境f呆全:法」 や 「種 の

保存法」 が あ ります か 、それ は1入 間の ため

の法律 」に他な りませ ん「∵自然 環境 保4㍉ 」■

であ って も、1担 し・濃・きiか 多す ぎます で も、

北 海道 の川は、河川改 修や砂il方ダムの 影響 で 、

魚が少 な くな りま したが 、人 口密 度 も高 く、

生 産性 と安 全性 か ら言 えば やむ を得 ない とこ

とか と思 い ます,,し か し、今 、r4」 以 上で あ

る北方四 島の 自然 は失 いた くな どあ りませ ん。

今 、失 うと未 来 の人 には永 遠 にわ か らない 、

是 非、未来へ残 して上げたいの ものです。

国 後 の セ オ イ川 支 流(シ マ フ ク ロ ウの 多 い所)

川 の 中 には30cmぐ らい の ヤ マ メ、 ア メマ ス が群

れ を な して 泳 い で い た.

二 「北方四島自然問題協議会
」(会長 高田勝)会員募集!

障

平 成10年 に出来た団体で、会 員は、北 海道、東京 を中心 にi17名 です 。次 の よ うなこ

とを中心 に活動 してい ます。1)北 方四島 自然問題に関する調査 、研究に関すること、2)

機 関誌の発行(年4回 、 コピー)、 その他に関する こと、3)講 演会、 シ ンポ ジウムな ど

の啓蒙運動 に関す ること、な どです。年会費は2,000円 で、近藤憲久(TEL .01532-4-

305)ま でお 申 し込み下 さい。
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ノ キ ノ キ キ ち ヂ キ もノノ く ノ も ちお げ 　

ウ ノ

・も島く論'、 ・ .,・ 気、、、 蔭鱒 。ぐ試 縮,ナ餌 津、.ミ寓,_、 撫・ ㍉!`

室 、 解 剖 室 な ど が あ る 本 格 的 な も の 。 日 本 に は 海

12月 、 ア メ リカ の カ リ フ ォル ニ ア 州 に 、 野 生動

物 救 護iの研 修 の た め 単 身 出 か け た 。3年 前 の1月

ナ ホ トカ号 が 重 油 流 出 事 故 を起 こ し油 まみ れ の 海

鳥 の救 護 に追 わ れ た の を昨 日の よ う に思 い 出 す 。

そ の 時 、技 術 指 導 に 来 て くれ た 獣 医 師 を訪 ね て の

旅 行 。

カ リ フ ォル ニ ア 州 立 大 学 デ ィビ ス校 獣 医 学 部 付

属 のWildlifeHealthCenterを 訪 問 。 獣 医 学 部 の

キ ャ ンパ ス は 広 く、一 つ の 大 学 ほ どあ り、学 生 は

千 人 に対 し多 くの ス タ ッフが い る。 動 物 病 院 は1

階 大 動 物 、2階 小 動 物 の診 察 スペ ー ス で 、野 生 動

物 の ク リニ ッ ク もあ る 。

サ ンフ ラ ン シ ス コ の北 側 に あ るMarineMam-

malCenterに は ア シ カ 類 、 ア ザ ラ シ類 が 保 護 さ

れ て いた 。 屋 外 に は大 中小 の プ ー ルが あ り、動 物

病 院 は こ じん ま り して い た が診 察室 、検 査 室 手 術

生 哺 乳 類 専 用 の 施設 は な く、救 護 の マ ニ ュ ア ル す

らな い の が現 状 で あ る 。

カ リフ ォル ニ ア の 中 部 に あ るMarineWlldlife

VeterinaryCareandResearchCenterへ 行 っ

た 。 い る の は サ メ1頭 だ け で ガ ラ ンと して い たが 、

い ざ 油 流 出事 故 が発 生 す る と海 鳥 が搬 入 され る シ

ス テ ム に な っ て い る 。 施 設 はMMCと 似 て い る が

ス ペ ー ス が あ り、 油 汚 染 の 現場 に 出 向 く診 療 バ ス

が 印 象 的 だ っ た 。

カ リ フ ォルニ ア州 で は過 去 に何 度 も油 流 出 事 故

が 発 生 した こ と もあ り救 護iのネ ッ トワー クが しっ

か り出 来 て い る。 今 、北 海 道 で は 「油 対 ネ ッ ト」

づ く りが 急 務 と な って い る。 来 年1月 、 各 々の 施

設 で 研 修 をす る ッ ア ー を計 画 中で あ る。

※ 日刊 ス ポ ー ツ に毎 水 曜 日、 コ ラ ム連 載 中。

※ ホ ー ムペ ー ジ:http://www.aurens.or.jp/hp/

anima1/toP.html
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開
発
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に
要
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中
止
含
め
再
評
価
を

北海道新聞2000年2月4日 朝刊

当協会は、日高横断道路の工事中

止を求める運動を行ってお り、先

日、北海道知事と北海道開発局長

に要望書を提出しました。今後 も

ご支援をお願いします。 くわしく

は会誌、『北海道の自然』38号 をご

覧下 さい。
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活 動 日 誌 寄 贈 図書 の紹介

1999年10月

18日 第4回 拡大常務理事会

28日 第6回 夏休み自然観察記録コンクール

上位入賞作品新聞紹介

1999年11月

10日

15日

20日

1999年 自然保護i学校開校

第5回 拡大常務理事会

国際シンポジウム 「北方四島の自然保

護 を考 える」

会場 かで る2・7 参加者130名

1999年12月

9日1999年 度 自然保護i学校 閉校

18日 会誌編集委員会

18日 第4回 理事会

2000年1月

17日

22日

第6回 拡大常務理事会

自然観察会(北 大苫小牧演習林)

参加者23名

寄

松 井 照 子

Wakeup北 海道

付 金

10,000円

105,668円

Wakeup北 海 道 は 、異 業 種 の 仕 事 を して い る

女 性 の グル ー プ 「北 海 道 あ りラ ン ド」 が 、北 海 道

を 元気 にす る ため に行 っ た ボ ラ ンテ ィア イベ ン ト

です 。11月13Fi・14日 、札 幌 で行 わ れ ま した。 今

回 、 プ ロ ス ポ ー ツ選 手 チ ャ リテ ィオ ー ク シ ョ ンの

売 上 げの … 部 を 当 協会 に寄 付 して いた だ きま した 。

あ りが と うご ざ い ま した 。

ナキウサギの声が聞きたい

ナキウサギふあんくらぶ

知床の鳥類 知床博物館

百人浜花の歳時記 駒井千恵子

ワイル ドライフレポー トNQ18

自然ウォッチングセンター

北海道環境白書'99

爺爺岳

要 望 審 な ど

■1999年11月16日

北 海 道

佐藤 謙

北海道知事 ・北海道開発局長宛

北海道 ・北海道開発局に対する要望書(6団 体

協同)

■1999年11月25日 北海道知事宛

苫小牧東部地域の土地利用に当たって 「緑の回

廊」を設置することの要望書

■1999年11月29口 林野庁長官宛

京極発電所(純 揚水発電所)設 概計画に伴 う水

源酒養保安林の指定解除に反対する意見書

■1999年12月20rJri本 道路公団北海道支社長宛

長万部町 ・八雲町問の北海道縦貫自動車道(高

速道路)建 設に関する質問書

■1999年12月20日 北海道森林管理局長宛

北海道の国有林に関する質問書 ・要望書
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*お 知らせコーナー*

自然 観 察 指 導 員 講 習 会(2000)の

ご 案 内

◆共 催:㈲ 日本 自然保護i協会(凡403一 。1)

北海道自然観察指導員連絡協議会

◆ 日 時:2000年7月14日(金)～16日(日)2泊3日

◆会 場:㈱ おたる自然の村

(小樽市天狗山1丁 目

国有林野152林 班)

◆講 師:八 木健三北大名誉教授 他7名

◆受講対象と定員:18才 以上で自然保護教育、自

然観察会活動推進に意欲のある方

道内50人 道外10人

◆費 用:両 会員に割引の優遇があ ります。(受

講料、食費、登録料、保険、連絡費など

未定)

◆申込、問合せ先:

道内 ・北海道自然保護協会

TEL・FAXO11-251-5465

道外 ・日本自然保護協会

TELO3-3265-0525講 習会係

※ くわしい内容は4月 始めに決まりますので、そ

れ以後お申込み ・お問い合せをお願い します。

2000年 総会と講演会のご案内

日 時:2000年5月27日(土)

場 所:か で る2・7520号 室

総 会13:30～15:20

講演 会15:30～17:00

「国後 島 ・爺 爺 山 の 自然 」 仮 題

火山地質

植物植生

勝井 義雄

(札幌学院大学教授)

鮫島惇一郎

(自然環境研究室主宰)

*総 会終了後の講演会は独特の語 り口で好評のお

二人にビデオやスライ ドを使用 したフリー トーク

の形でお話 していただく予定です。きっと魅力あ

る講演会 となるで しょう。万障 くり合せてご出席

下 さるようお願いいたします。

*詳 しくは別便でお知らせいたします。

以 上 の お 問 い 合 せ ・申 し。込 み は'

・(社)北 海 道 自然 保 護 協 会'

札 幌 市 中 央 区 北3条11丁 目加 森 ビ ル5・6F

TEL・FAX(011)251-5465ま で

Eメ ー ルnchokkai@jade.dti.ne.jp

会費納入のお願い

会費納入については 日頃 ご協力 をいただ

いてお りますが、未納の方 は至急納 入下 さ

い ます ようお願いいた します。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円

〔会 費納 入方 法 〕

郵便振替 口座02710-7-4055

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

編 集 後 記
20世紀最後の年になりましたが今年 もどうぞ

よろしくお願いします。

昨年は大 きな懸案事項が解決され、改めて継

続は力なりという事を思い知りました。

109号 は日高横断道路、北方四島問題 とこれか

らの当会の柱となるニュースを載せま した。 さ

らに皆様からのホットなニュースの提供 をお願
いいた します。

後になりましたが、いつ も自然保護学校長を

お願い している鮫島惇一郎氏が、エンレイソウ

などの研究と自然保護 に貢献 したことで、2月

4日 、「松 ド幸之助花の万1・享記念賞」(賞 金500万

円)を ご夫妻で受賞されま した。いつ も協会に

協力いただく鮫島先生、本当におめでとうござ
いました。益々のご活躍を。

編集委 員 福地郁子

※ この紙は聯 を使用 しています・ゆ
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